全国ダンス・表現運動授業研究会　平成24年6月例会　記録
２０１２．６．１７
出席：午前から　中村恭、宮本、中村な、有川、山下、笠井、津田、君和田、栗原
　　　午後から　松田、浅川、勢畑、佐藤、藤田、熊谷
●午前WG議事報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進行・記録：栗原
（報告事項）
１．合宿DVD作成状況　有川
・現在のDVD売りあげ残金　10万3千50円
・今回の作成費　1枚千円　編集代こみ（今回は業者に委託したため）
・62枚作成　（作成費6万円）　（DVDの原価は３００～４００円）
・価格　去年は2000円＋資料500円　（郵送代：東海大と折半の話は出ていない）
　　　　「発達」DVDも2000円　古いものは資料付きで2000円
（審議事項）
1． 研修会について（7月1日）
（１）研修のDVD撮影・編集について　有川
DVD撮影　カメラ3台（中村な）カメラを編集モードにしておく　画質は少し下げる
カメラごとあると編集がしやすい。
後2台（有川持参）　担当：伊藤まや（参加費無料）・井上さん（お礼3000円）
1 分担　・午前：2台　井上＋勢畑、山内　　　三脚はお茶中から３台
　　　 　 ・午後：幼小　　　２台（１台三脚・１台手持ち）浅川・井上
　　　　　　　　　はじめて　１台（三脚のみ）「夏のデッサン」　相原
　　　　　　　いろいろ　２台（１台三脚・１台手持ち）松田・伊藤　
2 事前申込について
・名簿にチェック欄を作る　藤田（受付名簿作成担当）　領収証：山下（市販）
・封筒にも書いてもらう　封筒準備：有川（50枚）
　　　　　　　　　　授業研はんこ：後で押す・・古い物を使う
3 価格　　DVDのみ2000円（送料込み）資料なし
（2） 資料編集　担当：藤田
1 6月24日（日）までにメールで藤田に送る。
（編集済み次第、印刷して藤田から宮本へ29日までに）
2 印刷は30日（土）（宮本）　裏表印刷・ホチキス　全６枚（表紙含む）参加＋２０部
3 WUとフォークダンスは半ページ（WUメモ）、「走－止」と「集－飛び散る」で１ｐ
4 記録用紙の　日付は入れない
（3） 「明日からトライ！」の販売について
・50冊宮本が注文し、布施先生に預かってもらうよう手配
（4） その他　
1 アンケート　70枚用意（印刷：君和田）
2 確認事項　・手伝いの人は参加費無料
　　　　　・太鼓　宮本も２台
　　　　　・現在申し込み３０名程度　人数を増やす働きかけを
　　　　　・ジャグ　小１台のみ　確認（津田・浅川）
3 布施先生への依頼事項　・Tシャツを事前に郵送し、預かってもらう
　　　　　　　　　　　・地球儀型ビーチボール
　　　　　　　　　　　・マイクの確認（ピンマイクあり：体育館のみ）
2． 神戸プロの広告案　宮本
・できたら、授業研のロゴを入れる。今日夕方、松本先生に確認
３．次回ワーキングについて　中村恭
・7月29日の山下先生発表会は8月5日に延期　“皆さん、松戸まで応援に行きましょう！”
・ワーキング日程変更　7月15日（日）１０：００～
４．国際女子体育連盟　参加について（キューバ）　笠井
・平成25年４月１０～１３日が会議日　参加者大募集中！！
　参加予定：中村恭、中村な、
●午後（WG報告を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録：松田
１．研修会について
・６月３０日（土）の参加予定　（両日とも大江戸高校です）　申し込み必要です
中村恭、栗原、松田、浅川　　中村恭先生の鳴子です。ぜひ参加を！
・７月１日（日）８：４０集合　オレンジTシャツ着用のこと
・アンケート検討　原案通り
・松本先生が当日午後見える予定。発表会後コメントをいただく。
２．授業研のHPを最初に開くようにしましょう
希望のページを開いて、ツール→オプション→トップページにする　でできるはず
＜講義＞「ダンス教育の今」　中村恭子
・学校体育の変遷とダンスの歴史について
・都内公立中を対象にしたダンス授業の調査報告
（協議）
・マスコミがHip-hopに偏った報道をしがちなのは問題。
・入り口としては、WUなどで取り入れてやれば、結構満足する。
・どこを評価するのかをはっきりつたえる。「オリジナル」が大事。分からないと、他人の振り付けを平気で持ってきてしまう。
・技術の難しさを知ると、逆に創作の方がおもしろいという感想になる。
・リズムの取り方などは学習としては有効。４・８・１６拍子
・教育委員会や地域によって温度差が大きい。他県の実態も調べられればいい。群馬・徳島・宮城など
【まとめとして】　
　　ダンス授業が「体の学習」につながるものにしていきたい。「現代的なリズムのダンス」も模倣や技術の習得だけを目指すものではなく、表現する楽しさにつながるものであれば良いのではないか。
　　創作＝ふりを考えるのが創作になっている。表現をする創作活動にしていきたい。　
　　ダンスの技術や教え方は１回研修を受けただけで身に付けられるものではないので、授業研のような研修・活動が大切なのではないでしょうか。
　
○実技
　笠井先生　　
　◆ウォーミングアップ
　「ひげダンス」　曲：ボラーレ
　①右２回・左２回・早いの４つ（右1・左1・右1・左1）
　②右に１ｴｲﾄ
　③左に１ｴｲﾄ
　④ボックスステップ４回（２ｴｲﾄ）
　⑤前に４つ（１ｴｲﾄ）
　⑥ぶりぶり（両手ﾊﾞﾝｻﾞｲ）（１ｴｲﾄ）
　⑦親指出してバック（指圧）（１ｴｲﾄ）
　⑧胸張って右・左・右・左（１ｴｲﾄ）
　⑨おしりぶりぶり（１ｴｲﾄ）
　⑩ふりふりしながら１回転（１ｴｲﾄ）
　⑪右でポンポン・左でポンポン（１ｴｲﾄ）
　⑫このあと忘れちゃいました～　【笠井先生、補足お願いします】
　　◆内容　対象「幼児」
　笠　：　ヘンゼルとグレーテルのお話知っている～？
　　　　　お菓子の家って何でできてたかなぁ？
（屋根、机、ソファー、落ち葉：チョコレート・おせんべい・マシュマロ・ポテトチップスetc）
　　　　　今日はみんなにお菓子になってもらおうかなぁ。
　笠　：　屋根は何かな？　　　チョコレート！
　　　　　チョコレートになぁれ！外が寒いからパッリパリ。太陽が出てきたからドッロドロ～　ドッロドロはどうなる？溶けない人には、集中攻撃（太陽光線））
　　　　　あ！あっちにもチョコレートがあるよ。　　　（みんなそれぞれ移動）
　笠　：　あれっ！ふわふわしたものがあるねぇ、何だろう。（みんなふわふわし出す）
　　　　　ソファーかなぁ？やわらかいなぁ。ふかふかだなぁ。
（先生がこどもと関わる。座る振り、さわったり）
　笠　：　テーブルがあるなぁ。いろんな形はあるなぁ。食べちゃおうかなぁ。
　　　　　ﾊﾞﾘッﾊﾞﾘｯ！
　笠　：　窓の外を見たよ。あれっ、色んな落ち葉があるなぁ。
　　　　　踏みつけたら…パリッパリッ　　　風が吹いたらとんじゃったぁ。
　笠　：　今度はみんなが好きなお菓子にへーんしん
　　　　　（先生と子どもとの関わり、声かけ）
　笠　：　（最終的に）
 　　　 　風が強いよ～　あっちに飛ばされるよ～
　　　　　みんな吸い込まれるよー　　　ぞうさんに吸い込まれちゃった
　　　　　はい、おしまい。
　協議
　・笠井先生…ガムにくっついたとか、ガムが２つくっついちゃったねとか。掃除機に吸われたねとか、合体できるようなものもやりたい。　
・動きを引き出すのに「風」を使ったのが良かった。
　・最後、ぞうさんが食べるのでなくても良かったのでは？
　　→竜巻だとマズイから吸い込まれちゃったにした。大きな人間とかでもいいかな？
　・太陽だとチョコレートは溶け切らないから集中光線とかは良かった。
　　最後の「好きなもの」はお菓子に限定してもいい。お菓子の家から始まったから。
　　こどもが動きをつくると、違うお菓子でも同じ動きをしてしまう。
　　「ソファーがあるよ、やわらかいよ」ではなく、「やわらかいものがあるよ、何だろうね」と子どもに考えさせることも大事。
　・ソフトクリームのとける、ポップコーンのはじけるというわかりやすいものが、子どもの表現を引き出せる。
　・最後にみんなの作ったお菓子の動きを使ってみんなでお菓子の家をつくろうという流れも良い。
　・先生１人に対して各個人との関わりが多かったから、子どもがお互いに関わりあうようにしてもおもしろい。
　・２人でグループになって、２人で何かをつくるというのもできる。
　山下先生　
　テーマ　「見る」を生かして　対象：高学年
◆内容
　山　：　いろんなもの見るとき、どうやって見る？
　　　　　走って～といったら走って見に行こうね！
山　：　①その場で見て。いろんなところ見てね。
　　　　　②立って広がって。向こうに行くよ。見たいもの見てね。
　　　　　　何見たの？（床・壁・天井）　　　　　　どこで見たの？（目）
　　　　　③次は体全部が目だと思って見てね。
　　　　　④１回見たら次違うところも連続して見てみてね。（走る－見る－見る）
　　　　　⑤次は足の裏見て、「大変だ」と思うことがあったと反応してみてね。
　　　　　⑥みんな「大変だ」と言われたらどんなことを思う？
　　　　　　「電車が遅れた」「トイレ行きたいな、どうしようかな」とか
　　　　　⑦やってみるよ。　
　　　　　　「先生をよーく見て。」　⇒　「怒ってるー！大変だー！」
　　　　　　「空をよーく見て。」　　⇒　「１万円札が落ちてきたー！大変だー！」
　　　　　　「集まってー、あの壁見て。何だろう、寄って見て」
　⇒「槍が飛んできたー大変だー」
　　　　　　「先生のまわりに集まってー電車のホームだよ、並んでね」　
⇒　（先生が走りながら）「電車が出発しちゃう、大変だ」
協議
· 「走るー見るー走るー見るー見る」ができていた。
· 「見るー止まる」←見られたら止まるようになったら。
· 教師の指示で大きく動けていた。
· 見るものの質感を変えてみる。ホタルなど。ホタルから蜂へ。
· 「見る」から
ねじれた体
走る－止まる　　　　　　　につながる
あつまるーとびちる
· 途中２人でやってみて、後ろの人が見られたら止まることもできる。
· 「見る」と「大変」を組み合わせるのは多い気もする。イメージを膨らませるために先生の言葉がけが大切
・　群の構成か、何を求めるのか。→群の構成にもつながるし、動きづくりにもつながる。
津田先生　
　◆「集まる－とびちる」
協議
　「綿毛が集まってふわっととびちる」
　とびちって転がるのは最初は難しいが、その前の段階で極限まで引き出せるようにする。
　極限まで動きを引き出すには？　　→質感や目標をつくる。どんな風に？どの方向に？
藤田先生
　進んだ段階の群の構成に向けて
　◆「走る－止まる、走る－止まる、走る－跳ぶ－転がる－見る」
　藤　：　６人組つくってね。オーラのある人がリーダーね。リーダー大事だよ。
　藤　：　１回目の一流れは個人で。
　　　　　２回目の一流れはリーダーのもとに集まって。
　　　　　みんなはリーダーと同じところを見よう。
協議
· ３～５人ぐらいがちょうどいい。
· みんなリーダーのところに集まったが離れている。
「リーダーのあとについていく」「リーダーを追いかける」という丁寧な指示が必要。
　群の動きを意識するなら、「追いかけて」というのも必要。
· 他の動きもある。「チーター」「ホタル」など。
· 一人で「見る」時と、みんなで「見る」ときの違いを感じさせる。
	＜次回　予定＞
　・研修会７／１（日）８：４０集合　都立大江戸高校
　（東京都女子体育連盟研修会　６／３０（土）１３：００　都立大江戸高校）
　・７月はWGのみです　７／１５（日）お茶中？？　追って連絡します
☆９月月例会は９日（日）お茶小　司会：中村な　記録：高野美
　講義：宮本「研究への取り組み方法」
　内容：研修会反省、
２学期の授業に向けて（授業予定をお持ちください）


　　　
いい研修会になるように、みんなで力を合わせましょう。
講師の先生方、指導案〆切は２４日です。書式を改めて添付します。がんばりましょう！
